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平
成
19
年
の
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち

た
幕
開
け
を
皆
様
と
と
も
に
迎
え
ら
れ

ま
す
こ
と
を
衷
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

　
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
町
長
選
挙
に

お
き
ま
し
て
、
多
く
の
皆
様
方
の
力
強

い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
初
当
選
の
栄

に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
今
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
改
め
て
痛

感
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
の
期

待
の
大
き
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

が
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

　
私
は
、
平
成
17
年
３
月
ま
で
役
場
職

員
と
し
て
行
政
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
は
立
場
を
か
え
て
首
長
と

し
て
本
格
的
に
町
政
運
営
に
挑
む
わ
け

で
す
が
、
昨
今
の
地
方
行
政
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。
皆

様
方
の
ご
指
導
や
ご
叱
　
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
職
務
の
遂
行
に
全
力
を
期
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

 

　
ご
存
知
の
よ
う
に
私
た
ち
の
町
は
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
、
そ
の
上
、
先
人
た

ち
が
遺
し
た
貴
重
な
文
化
遺
産
が
あ
っ

て
、
町
の
風
格
と
伝
統
が
培
わ
れ
て
き

ま
し
た
。 

　
町
民
憲
章
を
心
の
理
想
と
し
て
、
郷

土
愛
の
精
神
に
の
っ
と
っ
た
人
間
性
豊

か
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
町
民
の

皆
様
の
参
加
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

　
私
は
今
回
の
選
挙
を
通
じ
て
町
民
の

皆
様
に
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
よ
う
に
、

「
全
力
投
球
で
大
磯
を
元
気
に
！
」の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と「
簡
素
で
活
力
あ
る

町
政
」を
め
ざ
し
て
一
歩
踏
み
込
ん
だ

行
財
政
改
革
を
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。 

　 　
町
民
憲
章
に「
…
由
緒
あ
る
歴
史
、

文
化
に
恵
ま
れ
た
大
磯
の
地
…
」と
あ

る
よ
う
に
私
た
ち
の
町
に
は
、
歴
史
的

建
造
物
な
ど
の
遺
産
が
ま
だ
数
多
く
遺

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
遺
産
を
後

世
に
遺
す
こ
と
は
私
た
ち
の
責
務
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
遺
産
を
遺
す

こ
と
は
、
現
実
的
に
は
非
常
に
厳
し
い

財
政
状
況
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
に

あ
た
っ
て
夢
を
い
だ
く
行
政
は
私
た
ち

の
心
の
糧
と
な
り
ま
す
。
夢
は
い
つ
し

か
正
夢
と
な
り
、
希
望
を
か
な
え
て
く

れ
ま
す
。
夢
を
持
ち
続
け
、
正
夢
と
な

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。 

　 　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
一
年
が

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
い
充
実
し

た
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。 

夢をいだく行政 

大磯町長　 

あ
け
ま
し
て 

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
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11
月
24
日（
金
）に
、（
財
）大
日
本

水
産
会
主
催
の
水
産
功
績
者
表
彰
式

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
永
年
に
わ
た
り
漁
業
に
従
事
さ
れ
、

地
域
漁
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る

こ
と
や
、
地
産
地
消
の
推
進
に
努
め
、

地
域
貢
献
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
認
め
ら
れ
、
県
内
で
は
加
藤
氏

が
唯
一
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。 

 
◎
問
い
合
わ
せ 

　
経
済
観
光
課
　
☎
内
線
２
６
２ 

　
第
26
回（
平
成
18
年
度
）全
国
中
学

生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
神
奈
川
県

大
会
等
が
行
な
わ
れ
、
町
内
の
中
学

校
か
ら
、
次
の
方
が
上
位
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
） 

▼
小
田
原
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
予

選 

応
募
総
数
　
45
校
　
１
，７
９
１
編 

銅
賞
　 

「
社
会
で
共
存
し
て
い
く
と 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
こ
と
」 

　
坂
本
　
龍
太（
大
磯
中
学
校
３
年
） 

努
力
賞 

「
い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に
」 

　
宮
下
　
友
恵（
国
府
中
学
校
３
年
） 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
地
域
協
働
課
　
☎
内
線
２
３
７ 

　
11
月
16
日（
木
）、
大
分
県
別
府
市

ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た
平

成
18
年
度
全
国
体
育
指
導
委
員
協
議

会
研
究
大
会
に
お
い
て
、
多
年
に
わ

た
る
社
会
体
育
の
振
興
に
努
め
た
功

績
に
よ
り
、
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
４ 

　
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
福
祉
、
教
育
、
産
業
の
振
興
、
文
化
の
向
上
な
ど
、

町
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
や
、
多
年
に
わ
た
り
町
行
政
に
尽
力
さ
れ
た
方
に

対
し
表
彰
す
る
も
の
で
す
。 

　
今
年
度
は
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
次
の
13
名
の
方
々
が
、
１
月
４
日（
木
）

の
賀
詞
交
換
会
の
席
上
で
表
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
・
順
不
同
） 

◎
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
　
☎
内
線
２
１
３ 

人
権
作
文 

コ
ン
テ
ス
ト 
 

仲 川  三 郎さん 

（西小磯） 

町
漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長 

　
　
　
　
　
加 

藤
　
孝
さ
ん 

水
産
功
績
者
表
彰 

30年勤続 
体育指導委員表彰 

町
政
の
発
展
に
尽
力 
町
政
の
発
展
に
尽
力 

　部　勇さん 
（東町） 

元消防団員 

渡　元照さん 
（大磯） 

元消防団員 

深瀬一夫さん 
（東小磯） 

元消防団員 

渡　満嘉さん 
（大磯） 

元消防団員 

柏木勝太郎さん 
（大磯） 

元消防団員 

田中正人さん 
（東小磯） 

元消防団員 

水野和茂さん 
（大磯） 

元消防団員 

石井三郎さん 
（大磯） 

元消防団員 

川口宏昭さん 
（高麗） 

元消防団員 

　野　孝さん 
（高麗） 

元消防団員 

二宮幸夫さん 
（高麗） 

元消防団員 

星野正一さん 
（高麗） 

元消防団員 

後藤陽一さん 
（国府本郷） 

元消防団員 
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教
育
委
員
会
で
は
、
12
月
11
日
に

新
た
に
３
件
の
町
指
定
文
化
財
を
告

示
し
ま
し
た
。 

 

【
高
麗
寺
村
領
地
絵
図
　
４
鋪
】 

　
古
絵
図
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
近
世
の
高
麗
寺
村
の
境
界

を
描
き
つ
つ
、
当
時
の
高
麗
寺
の
様

子
を
細
か
に
表
現
し
て
お
り
、
町
の

地
域
史
を
考
え
る
う
え
で
の
資
料
価

値
は
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

【
白
岩
神
社
祭
礼
】 

　
ヤ
ブ
サ
メ
と
称
す
る
歩
射
な
ど
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
厳
格
な
秩
序

の
も
と
で
、
儀
礼
用
具
の
製
作
か
ら

提
供
さ
れ
る
料
理
内
容
ま
で
豊
富
な

伝
承
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
ま
す
。
今
年
は
３
月
４
日（
日
）

に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

【
六
所
神
社
所
蔵
の 

　
　
　
　
　
　
木
造
神
像
　
２
　
】 

　
町
社
寺
建
築
調
査
に
よ
っ
て
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
２
　
の
内
訳
は
、
男

神
立
像（
天
部
形
）１
　
と
女
神
立
像

（
天
部
形
）１
　
で
す
。
い
ず
れ
も
平

安
時
代
に
遡
る
優
れ
た
神
道
関
係
彫

刻
で
あ
り
極
め
て
貴
重
な
資
料
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。 

 
　
な
お
、
今
回
指
定
し
た
文
化
財
の

展
示
等
は
未
定
で
す
。 

　
こ
れ
で
町
内
の
指
定
文
化
財
等
は
、

国
指
定
５
件
、
県
指
定
10
件
、
町
指

定
28
件
、
国
選
択
１
件
、
県
選
択
１

件
の
合
計
45
件
に
な
り
ま
し
た
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
３ 

　三澤町長は12月14日をもって任期満了、また柏木助役、
渡辺収入役は、同日付で退任しました。 
　三澤氏は町長として、平成14年12月から４年にわたって、
町政に力を注がれました。 
　また、柏木氏は助役として平成15年１月から町長の補佐
役を務め、渡辺氏も収入役として平成15年１月から町会計
の責任者を務められました。 
 
◎問い合わせ　総務課　☎内線２１３ 

　去る11月26日に行われた
町長選挙で初当選した三好
新町長は、12月15日（金）に
初登庁し、出迎えた町民の
方々や職員の前で着任のあ
いさつを行いました。 
 

▲高麗寺村領地絵図 ▲白岩神社祭礼 

▲三好新町長初登庁のあいさつ 

▲女神立像 
　(天部形)

▲男神立像 
　(天部形)

三澤町長、 
柏木助役、 
渡辺収入役が退任 

………………………………………………………………………………………………………………………… 

湘
南
地
域
県
民
討
論
交
流
集
会 

　
地
震
、
風
水
害
、
土
石
流
な
ど
自

然
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
の

か
予
測
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
我
々

の
力
で
は
止
め
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
。
防
災
対
策
の
必
要
性
は
分
か
っ

て
い
て
も
多
く
の
人
が「
何
を
す
れ

ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」、「
時
間

が
な
い
」、「
面
倒
だ
」と
思
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
し
か
し
、
事
前
に
防
災
対

策
を
講
じ
て
い
れ
ば
被
害
を

軽
減
し
、
命
を
守
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
地

域
の
防
災
力
を
高
め
災
害
に

備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

▼
と
き
　
２
月
３
日（
土
） 

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分 

　（
開
場
は
午
後
１
時
） 

▼
と
こ
ろ
　
秦
野
市
文
化
会
館
小
ホ

ー
ル（
秦
野
市
平
沢
82
番
地
） 

▼
内
容
　 

・
基
調
講
演
　
神
戸
市
民
防
災
研
究

所
所
長
　
井
上
哲
雄
さ
ん 

・
意
見
発
表
　
は
だ
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
前
代
表 

　
松
本
正
次
さ
ん
　
他 

▼
定
員
　
４
９
８
人（
申
込
み
制
・

参
加
費
無
料
） 

▼
そ
の
他 

　
手
話
通
訳
、
パ
ソ
コ
ン
文
字
通

訳
、
車
い
す
席
あ
り
。
２
歳
〜
未
就

学
児
の
保
育
が
必
要
な
方
は
、
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い（
要
予
約
）。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み 

・
湘
南
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー 

　
県
民
課
　
☎
（
22
）２
７
１
１ 

・
地
域
協
働
課
　
☎
内
線
２
３
７ 

み
ん
な
で
語
り
あ
お
う
私
達
の
湘
南 

「
防
災
」
今
日
か
ら
始
め
る
防
災
の
輪 

個
人
か
ら
そ
し
て
地
域
へ 

三好正則  
　新町長が就任 

く 

ほ 



5

東自転車 
駐車場 

西自転車 
駐車場 

駐車場名 

一般 

学生 

原動機付自転車 

自転車 

一般 

学生 

原動機付自転車 

自転車 

～１２５cc自動二輪車 

区　分 

１階及び２階 

２階 

地下及び１階 

２階 

３階 

地下 

地下 

場　所 料金（月） 

町
営
自
転
車
等
駐
車
場

町
営
自
転
車
等
駐
車
場 

　
　
月
極
駐
車
利
用
の

　
　
月
極
駐
車
利
用
の 
町
営
自
転
車
等
駐
車
場 

　
　
月
極
駐
車
利
用
の 

募 集 
 

募 集 
 

１,５００円 

１,２００円 

２,５００円 

１,５００円 

１,２００円 

２,５００円 

３,５００円 

　
４
月
１
日
か
ら
自
転
車
駐
車
場
を

月
極
で
利
用
す
る
方
の
申
込
み
を
次

の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。
指
定
の

利
用
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
現
在
月
極
で
利
用
さ
れ
て

い
る
方
も
、
再
度
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。 

《
申
請
書
の
配
布
、 

　
　
　
　
　
　
受
付
場
所
・
期
間
》 

▼
配
布
　
１
月
10
日（
水
）〜 

▼
受
付
　
２
月
１
日（
木
）〜
28
日（
水
） 

○
駅
前
東
・
西
自
転
車
駐
車
場 

　
毎
日
午
前
６
時
〜
午
後
９
時
30
分 

○
役
場
１
階
地
域
協
働
課 

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分 

　（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
） 

※
な
お
、
３
月
１
日（
木
）以
降
は
、

役
場
の
み
で
受
付
し
ま
す
。 

 

《
添
付
書
類
》 

　
学
生
で
自
転
車
を
利
用
す
る
方
は

学
生
証
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

 
《
駐
車
場
所
・
料
金
》 

　
駐
車
場
所
は
、
利
用
申
請
書
の
受

付
順
に
決
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
東

駐
車
場
を
希
望
さ
れ
る
方
が
多
い
の

で
、
定
数
に
な
り
次
第
、
西
駐
車
場

の
利
用
と
な
り
ま
す
。
（
特
記
事
項

に
記
入
い
た
だ
け
れ
ば
キ
ャ
ン
セ
ル

待
ち
可
能
） 

  

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
地
域
協
働
課
　
☎
内
線
２
６
６ 

　
４
月
に
町
立
小
・
中
学
校
へ
入
学

及
び
町
立
幼
稚
園
へ
入
園
さ
れ
る
方

の
、
入
学（
入
園
）説
明
会
等
の
日
程

を
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
小
・
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
１
月

上
旬
に
就
学
通
知
書
を
送
付
い
た
し

ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
学
校
の
日

程
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
町
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

入
園
許
可
書
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る

幼
稚
園
の
日
程
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
学
校
教
育
課
　
☎
内
線
３
２
７ 

入園説明会 

【幼稚園入園説明会・入園式日程表】 

3 月 2 日（金）14：00～ 
　２階ホール 

大磯幼稚園 
月京幼稚園 

入園式 

4 月10日（火）10：00～ 
　２階ホール 

3 月 1 日（木）14：00～ 
　２階ホール 

小磯幼稚園 
国府幼稚園 

4 月 9 日（月）10：00～ 
　２階ホール 

保護者説明会 

【小・中学校入学説明会・入学式日程表】 

入学式 

2 月 8 日（木）14：00～ 
　図書室・ランチルーム 国府小学校 

4 月 5 日（木）13：35～ 
　体育館 
（受付　13：00～ 13：20　昇降口） 

2 月 1 日（木）10：20～ 
　家庭科室 大磯小学校 

4 月 5 日（木）13：30～ 
　体育館 
（受付　13：00～） 

1 月26日（金）15：00～ 
　視聴覚室 

国府中学校 

大磯中学校 

4 月 5 日（木）10：30～ 
　体育館 

1 月29日（月）14：00～ 
　視聴覚室 

4 月 5 日（木）10：30～ 
　体育館 

平
成
19
年
度 

町
立
小
・
中
学
校
新
入
学
及
び 

町
立
幼
稚
園
入
園
説
明
会 

飼
猫
登
録
は
済
ん
で
い
ま
す
か
？ 

　
町
で
は
猫
の
登
録
制
度
を
行
っ
て

お
り
、
登
録
す
る
と
愛
猫
登
録
証
と

鑑
札
を
交
付
し
て
い
ま
す
。 

　
交
通
事
故
に
遭
っ
た
り
、
病
気
や

怪
我
に
よ
り
保
護
さ
れ
た
猫
な
ど
の

大
多
数
が
鑑
札
等
を
つ
け
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
飼
い
主
の
方
へ
猫
を
お

返
し
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
登
録
し
て
い
な
い

猫
を
飼
養
し
て
い
る
方
は
、
飼
猫
の

登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

不
妊
去
勢
手
術
費
用
の
補
助 

　
メ
ス
猫
は
１
年
に
３
回
、
１
回
に

４
〜
６
匹
の
出
産
を
す
る
こ
と
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
望
ま
れ
ず
に
産
ま
れ
た
猫
が
捨
て

ら
れ
る
と
、
野
良
猫
を
増
や
す
、
ま

た
処
分
と
い
う
悲
し
い
結
果
を
招
く

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。 

 

産
ま
れ
て
く
る
子
猫
を
飼
え
な
い

場
合
に
は
、
飼
い
猫
に
不
妊
去
勢
手

術
を
し
ま
し
ょ
う
。
町
で
は
手
術
費

用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー 

　
☎
（
72
）４
４
３
８ 

猫
も
家
族
家
族
の
一
員
で
す
で
す 

猫
も
家
族
家
族
の
一
員
で
す
で
す 

猫
も
家
族
の
一
員
で
す 
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　平成18年10月１日において、戦傷病者等の妻で
ある方、また、平成８年10月１日から平成15年３
月31日の間に戦傷病者等が死亡した妻の方を対象
に、特別給付金が支給されます。 
　詳細は問い合わせください。 
 
◎問い合わせ・請求先　福祉課　☎内線３０３ 

戦傷病者等の　  に対する 

　　特別給付金が 
　　　　支給されます 

妻 妻 

所
得
税
の
還
付
申
告
は 

１
月
中
が
便
利
!!
 

土
地
・
家
屋
の
納
税
義
務
者
に 

変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は 

　
相
続
や
贈
与
な
ど
に
よ
り
土
地
・

家
屋
の
納
税
義
務
者
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
や
、
納
税
義
務
者
が
亡
く
な

ら
れ
た
の
に
変
更
し
て
い
な
い
場
合

は
、
納
税
義
務
者
の
変
更
の
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。 

 

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら 

　
家
屋
の
固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月

１
日
に
現
存
す
る
建
物
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、

お
手
数
で
す
が
、
取
り
壊
し
た
こ
と

を
お
申
出
く
だ
さ
い
。 

 

住
宅
用
地
の
申
告
に
つ
い
て 

　
住
宅
用
の
土
地
を
所
有
し
て
い
る

方
で
、
そ
の
土
地
や
家
屋
等
の
状
況

が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
申
告
が
必

要
と
な
り
ま
す
。 

 

住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う 

固
定
資
産
税
の
減
額 

　
平
成
18
年
１
月
１
日
〜
平
成
27
年

12
月
31
日
ま
で
に
耐
震
改
修
さ
れ
た

住
宅
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
場
合

に
は
申
告
後
、
翌
年
度
か
ら
家
屋
の

固
定
資
産
税
が
最
長
３
年
間
、
２
分

の
１
減
額
さ
れ
ま
す
。 

 

▼
対
象
要
件 

○
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
所

在
す
る
住
宅
で
耐
震
改
修
し
た
も

の
。 

○
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
の
証
明

さ
れ
た
も
の
。（
改
修
工
事
費
が
30

万
円
以
上
） 

○
耐
震
改
修
工
事
が
完
了
し
た
日
か

ら
原
則
と
し
て
３
か
月
以
内
に
申

告
し
た
も
の
。 

▼
減
額
対
象
面
積
　
１
２
０
㎡
ま
で 

 

償
却
資
産
の
申
告
は 

１
月
２４
日
ま
で
に 

　
償
却
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

は
、
１
月
１
日
現
在
の
償
却
資
産
の

状
況
に
つ
い
て（
資
産
の
種
類
・
取

得
価
格
・
取
得
時
期
・
耐
用
年
数

等
）、
１
月
24
日（
水
）ま
で
に
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
で

工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る

方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
所
有
し

て
い
る
機
械
・
器
具
・
備
品
な
ど（
使

用
し
て
い
る
・
し
て
い
な
い
は
問
い

ま
せ
ん
）で
、
他
の
税（
自
動
車
・
軽

自
動
車
税
等
）の
対
象
と
な
ら
な
い

有
形
固
定
資
産
を
い
い
ま
す
。 

 

※
対
象
と
な
ら
な
い
場
合 

　
税
務
会
計
に
お
い
て
、
耐
用
年
数

１
年
未
満
ま
た
は
取
得
価
格
が
10
万

円
未
満
の
償
却
資
産
で
、
法
人
税
法

等
の
規
定
に
よ
り
一
時
に
損
金
に
算

入
さ
れ
た
も
の
。
ま
た
、
取
得
価
格

が
20
万
円
未
満
の
減
価
償
却
資
産
で
、

事
業
年
度
ご
と
に
一
括
し
て
３
年
間

で
償
却
す
る
場
合
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課 

　
☎
内
線
２
５
５
・
２
５
６ 

　
税
務
署
で
は
、
還
付
の
確
定
申
告

を
１
月
４
日（
木
）か
ら
受
け
付
け
て

い
ま
す
。 

　
確
定
申
告
期
間
中（
２
月
16
日
〜

３
月
15
日
）は
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
還
付
申
告
は
１
月
中
の
申
告
を

お
す
す
め
し
ま
す
。 

　
確
定
申
告
書
は
、
税
務
署
の
会
場

の
ほ
か
、
１
月
末
よ
り
町
税
務
課
窓

口
で
も
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
で
の
申
告
受
付
は
例
年
通

り
２
月
中
旬
よ
り
行
う
予
定
で
、
詳

細
は
次
号
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

▼
受
付
日
時
・
会
場 

【
平
塚
税
務
署
】 

　
１
月
４
日（
木
）〜
25
日（
木
） 

　
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。 

【
平
塚
駅
ビ
ル
６
階
ラ
ス
カ
ホ
ー
ル
】 

　
１
月
26
日（
金
）〜
３
月
15
日（
木
）

　
土
・
日
・
祝
日
は
除
く 

　
た
だ
し
、
２
月
18
日（
日
）・
25
日

（
日
）の
み
開
場
し
ま
す
。 

※
ラ
ス
カ
ホ
ー
ル
で
の
期
間
中
、
平

塚
税
務
署
に
は
申
告
相
談
窓
口
は

設
置
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

 

▼
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
！ 

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
:// 

w
w
w
.n
ta.g
o.jp

）で
は
、「
タ
ッ
ク
ス

ア
ン
サ
ー（
税
金
相
談
）」や「
確
定
申

告
に
関
す
る
情
報
コ
ー
ナ
ー
」な
ど

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
申
告

期
間
中
は
申
告
書
様
式
の
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
や
申
告
書
の
作
成
も
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

・
確
定
申
告
に
つ
い
て 

　
平
塚
税
務
署
個
人
課
税
部
門 

　
☎
（
22
）１
４
０
０ 

・
町
県
民
税
に
つ
い
て 

　
税
務
課
　
☎
内
線
２
５
４ 

固
定
資
産
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ 



募 

品 
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川
流
域
の
中
井
・
二
宮
・
大
磯

の
３
町
で
設
置
し
た「
　
川
サ
ミ
ッ

ト
」で
は
、
次
の
と
お
り
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。 

▼
テ
ー
マ
　「
　
川
の
四
季
」 

▼
サ
イ
ズ
　
六
ツ
切
以
上
四
ツ
切
ま

で
、
ワ
イ
ド
可 

▼
応
募
方
法
　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
は

郵
送
ま
た
は
持
参
、
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
は
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
、
郵

送
ま
た
は
持
参 

▼
応
募
作
品
・
点
数
　
平
成
19
年
１

月
１
日（
月
）か
ら
12
月
31
日（
月
）

に
撮
影
し
た
　
川
ま
た
は
　
川
流

域
の
写
真
。
一
人
４
作
品
ま
で
。 

▼
応
募
資
格
　
ど
な
た
で
も
可 

▼
応
募
受
付
　
冬
春
分
は
１
月
４
日

（
木
）〜
６
月
15
日（
金
）、
夏
秋
分

は
７
月
２
日（
月
）〜
平
成
20
年
１

月
10
日（
木
） 

▼
発
表
　
平
成
20
年
２
月
下
旬（
入

賞
者
に
は
直
接
通
知
し
ま
す
。） 

▼
表
彰
　
会
長
賞
１
点（
賞
状
・
副

賞
　
１
０
，０
０
０
円
分
）、
入
選

５
点（
賞
状
・
副
賞
　
５
，０
０
０

円
分
） 

▼
応
募
上
の
注
意 

○
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。 

○
作
品
ご
と
に
応
募
票【
①
タ
イ
ト

ル
　
②
撮
影
時
期
　
③
説
明（
撮

影
場
所
な
ど
）　
④
氏
名
　
⑤
住

所
　
⑥
電
話
番
号
　
⑦
年
齢
　
⑧

入
選
時
の
住
所（
町
名
の
み
）　
⑨

氏
名
の
公
表
の
可
否
を
記
載
し
た

も
の
】を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
票
は
自
作
可
。
ま
た
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
取
り
出
せ
ま
す
。 

○
応
募
全
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に

属
し
、
作
品
の
返
却
は
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
　
川
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
、
　
川
サ
ミ
ッ
ト
に

関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ラ
シ
、
３

町
広
報
紙
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

▼
応
募
先 

　
〒
255
―
８
５
５
５ 

　
大
磯
町
東
小
磯
183 

　
企
画
室「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」係 

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す 

　
昨
年
末
は
い

じ
め
に
よ
る
自

殺
な
ど
悲
し
い

出
来
事
が
続
き

ま
し
た
。
国
を

あ
げ
て
自
殺
対

策
の
取
り
組
み

も
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
ろ

が
か
た
く
、
疲
れ
て
い
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
。 

 

人
間
関
係
や
仕
事
の
こ
と
、
子
育

て
、
経
済
的
な
こ
と
で
悩
み
、
落
ち

込
み
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
時
、
自

分
な
り
の
解
決
法
を
持
っ
て
い
ま
す

か
？ 

 

悩
み
損
を
し
な
い
で
い
こ
う 

　
以
前
テ
レ
ビ
番
組
で
、
昨
年
は
怪

我
で
大
変
だ
っ
た
大
リ
ー
ガ
ー
の
松

井
秀
喜
選
手
が
目
の
前
に
問
題
が
立

ち
は
だ
か
っ
た
時
に
、
ど
う
そ
れ
を

乗
り
越
え
る
か
を
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
松
井
選
手
は
ま
ず
、
そ
の
問
題
が

今
の
自
分
に
解
決
で
き
る
こ
と
か
を

考
え
、
で
き
な
い
内
容
は
仕
方
が
な

い
と
し
て
、
問
題
項
目
か
ら
排
除
す

る
努
力
を
し
、
悩
み
損
を
避
け
ま
す
。

そ
し
て
自
分
に
解
決
で
き
る
問
題
を

整
理
し
、
解
決
策
を
探
り
ま
す
。
訓

練
す
る
と
切
り
替
え
が
で
き
る
そ
う

で
す
。 

 

ほ
ど
ほ
ど
が
よ
い 

　
100
％
の
力
、
ま
た
そ
れ
以
上
の
力

や
結
果
を
出
そ
う
と
力
ん
で
い
ま
せ

ん
か
？
確
か
に
よ
り
良
い
結
果
が
出

る
に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
そ
う
な
る
と
余
裕
が
無
く
な

り
、
周
囲
が
見
え
ず
、
自
分
で
自
分

を
追
い
込
ん
で
し
ま
い
が
ち
で
す
。

自
分
の
で
き
る
こ
と
は
ど
こ
ま
で
か

を
思
い
巡
ら
せ
、
そ
の
中
の
80
％
の

で
き
で
、『
ま
ぁ
ま
ぁ
よ
し
』と
し
て

み
る
。
少
し
余
力
を
残
し
、
周
り
を

眺
め
て
み
る
一
年
に
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。 

 

悩
ん
で
い
る
人
が
い
た
ら 

　
あ
な
た
の
周
り
に
悩
ん
で
い
る
人

が
い
た
ら
、
た
だ
話
し
を
聞
く
こ
と

が
助
け
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
自
分
ひ
と
り
で
抱
え
込
み
、
自
殺

ま
で
考
え
る
状
態
の
８
割
方
は
、
心

が
疲
れ
き
っ
て
冷
静
な
判
断
が
で
き

な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
場
合
は
き
ち
ん
と
休
養（
治

療
）が
必
要
で
す
。 

　
年
始
め
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ

て『
私
の
心
は
元
気
か
な
』と
問
い
か

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
13
ペ
ー
ジ
）

を
参
照
く
だ
さ
い
。 

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課 

　
小
川
　
☎
内
線
３
０
９ 

　
川
　
川
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

 

　
川
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

 

      

　
先
に
実
施
し
た「
　
川
の
自
然
環

境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
」の
報
告
会

を
開
催
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
２
月
18
日（
日
）　
午
後
２

時
〜
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
二
宮
町
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
大
ホ
ー
ル 

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム 

　
槐
真
史
さ
ん
に
よ
る「
　
川
の
生

き
も
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」を
テ
ー
マ

に
し
た
講
演
他
。 

▼
申
込
み
方
法 

　
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
参
加
人
数
を
記
入
の
う
え
、
郵

便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
はe-m

ail

で
２

月
９
日（
金
）ま
で
。 

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。 

▼
参
加
申
込
み
先 

・
〒
259
―

０
１
９
６
　
二
宮
町
二
宮

９
６
１ 

・
FAX（
73
）０
１
３
４ 

・e-m
ail

　k
ik
ak
u
@
tow
n
. 

　
　
　n

in
om
iy
a.k
an
ag
aw
a.jp
 

　
い
ず
れ
も
　
川
サ
ミ
ッ
ト
事
務
局

あ
て 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

・
　
川
サ
ミ
ッ
ト
事
務
局（
二
宮
町

企
画
室
）　
☎
（
71
）３
３
１
１ 

・
企
画
室
　
☎
内
線
２
０
５ 

　
川
の
自
然
環
境 

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査 

　
　
　
　
報
告
会
の
開
催 

作 

集 
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新
春
を
迎
え
、
消
防
職
員
、
団
員

の
士
気
高
揚
と
職
務
遂
行
へ
の
決
意

を
新
た
に
、
防
火
思
想
の
普
及
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
消
防
出
初
式

を
開
催
し
ま
す
。 

　
当
日
は
、
消
防
車
両
部
隊
の
観
閲
、

消
防
業
務
に
係
る
表
彰
及
び
感
謝
状

の
贈
呈
、
消
防
団
員
に
よ
る
演
技
等

を
行
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
１
月
７
日（
日
） 

　
午
前
10
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
大
磯
運
動
公
園
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド（
雨
天
時
は
、
国
府

小
学
校
体
育
館
） 

 

※
当
日
は
、
午
前
８
時
に
サ
イ
レ
ン

が
鳴
り
ま
す
の
で
、
火
災
等
と
間

違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

           

◎
問
い
合
わ
せ
　
消
防
総
務
課 

　
☎
（
61
）０
９
１
１ 

図
書
館
で 

新
し
い
年
の
ス
タ
ー
ト
！ 

 

　
今
年
は〝
い
の
し
し
〞年
。
十
二
支

で
は
最
後
の
干
支
で「
亥
」の
字
を
あ

て
、
わ
が
国
で
は
猪（
イ
ノ
シ
シ
）の

こ
と
を
指
し
ま
す
が
、
中
国
で
は
地

方
に
よ
っ
て
名
を
異
に
し
、
文
字
も

何
十
種
類
も
あ
る
そ
う
で
す
。
イ
ノ

シ
シ
は
ブ
タ
の
原
種
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
古
く
は
区
別
が
は
っ
き
り
せ
ず
、

豚
と
書
い
て
イ
ノ
シ
シ
を
表
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
は

イ
ノ
シ
シ
は
野
生
の
も
の
、
豚
は
家

畜
で
食
料
と
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ

ま
す
。 

　
さ
て
、
今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る

で
し
ょ
う
。
「
猪
突
猛
進
」（
ま
っ
し

ぐ
ら
に
突
き
進
む
こ
と
）も
よ
し
、

で
も
「
一
龍
一
猪
」（
一
人
は
龍
に
な

り
一
人
は
猪
に
な
る
。
学
ぶ
と
学
ば

ぬ
に
よ
っ
て
甚
だ
し
く
賢
愚
の
差
を

生
ず
る
）の
戒
め
も
忘
れ
ず
に
。 

※
参
考
…『
十
二
支
物
語
』（
諸
橋
轍

次
著
）、『
世
界
大
百
科
事
典
』な
ど 

 

◎「
猪
」の
字
の
つ
く
著
者
の
作
品
を

　
集
め
て
み
ま
し
た
！ 

▼『
黒
い
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
　
ジ
ョ
セ
フ
ィ

ン
・
ベ
ー
カ
ー
』（
猪
俣
良
樹
著
） 

▼『
道
路
の
決
着
』（
猪
瀬
直
樹
著
） 

▼『
猪
木
寛
至
自
伝
』 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
ほ
か 

 

町
史
編
さ
ん
は
今
…
③ 

 

　
町
に
現
存
す
る
公
文
書（
役
場
事

務
に
使
わ
れ
た
文
書
）は
明
治
初
年

代
か
ら
昭
和
40
年
代
の
約
４
，１
０

０
冊
で
、
内
訳
は
旧
大
磯
町
分
３
，

４
０
０
冊
、
旧
国
府
町
700
冊
に
な
り

ま
す
。
注
目
す
べ
き
点
は
、
大
磯
町
・

国
府
町
合
併（
昭
和
29
年
）以
前
の
も

の
が
一
括
保
存
さ
れ
て
い
た
点
で
、

維
新
後
か
ら
始
ま
っ
た
地
方
制
度
の

変
遷
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
資
料
群
と
い
え
ま
す
。 

　
第
３
回
目
は
、
主
に
こ
の
資
料
群

の
中
か
ら
明
治
・
大
正
期
大
磯
の
様

相
を
伝
え
る
も
の
を
選
び
出
し
、
編

集
・
解
説
を
行
っ
た
第
３
巻
を
紹
介

し
ま
す
。 

○『
大
磯
町
史
３
　
資
料
編 

　
　
　
　
　
　
　
　
近
現
代（
１
）』 

　
本
書
は
明
治
・
大
正
の
資
料
４
４

０
点
を
５
章
に
分
け
て
収
録
し
て
い

ま
す
。 

　
明
治
時
代
、
松
本
順
軍
医
総
監
に

よ
り
近
代
海
水
浴
場
が
開
設
さ
れ
、

大
磯
に
停
車
場
が
設
置
さ
れ
る
と
、

保
養
地
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
伊
藤
博
文
を
始
め
、

政
財
界
の
著
名
人
が
次
々
と
別
荘
を

建
設
す
る
と
と
も
に
、
郡
役
所
・
警

察
署
・
税
務
署
・
登
記
所
も
置
か
れ
、 

淘
綾（
ゆ
る
ぎ
）郡
・
中
郡
の
行
政
の

中
心
的
存
在
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
大
正
時
代
に
は
関
東
大
震

災
が
発
生
し
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
発
生
か
ら
復
興
ま
で
の

様
子
と
、
当
時
の
学
者
等
が
発
表
し

た
震
災
の
自
然
史
的
考
察
も
収
録
し

ま
し
た
。 

○
体
裁
　
Ａ
５
判
　
702
頁
　 

　
頒
価
４
，０
０
０
円 

　
本
書
は
図
書
館
で
所
蔵
し
、
図
書

館
本
館
・
役
場
町
民
課
・
国
府
支

所
・
書
店
組
合
加
盟
の
書
店
で
販
売

し
て
い
ま
す
。 

  

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た 
 

　
こ
の
た
び
、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
対
外

式
除
細
動
器
）が
館
内
入
り
口
付
近

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

      

　
こ
れ
は
、
昨
年
亡
く
な
っ
た
町
内

在
住
の
方
が
図
書
館
を
よ
く
利
用
さ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
「
図
書

館
で
の
救
急
救
護
に
役
立
て
て
い
た

だ
け
れ
ば
」
と
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
も
の
で
す
。 

　
緊
急
の
場
合
に
は
す
ぐ
に
役
立
つ

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
図
書
館
　
☎
（
61
）３
０
０
２ 

 

ま
ち
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 

※
開
館
時
間
　
平
日
は
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
６
時
50
分
、
土
・
日
・

祝
日
は
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
50
分 

※
場
所
　
図
書
館
本
館
２
階
ロ
ビ
ー 

 

◎
第
６
回
府
川
泉
処
書
塾 

　
書
・
土
鈴
展（
猪
・
亥
） 

○
と
き
　
１
月
５
日（
金
）〜
19
日（
金
）

初
日
は
午
後
１
時
か
ら 

○
内
容 

書
の
作
品
15
点
余
り
・
土

鈴
多
数 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
府
川
　
☎
（
61
）４
２
５
９ 

        

◎
中
山
美
知
子
油
彩
・
水
墨
画
展 

○
と
き 

　
１
月
23
日（
火
）〜
２
月
11
日（
日
） 

　
最
終
日
は
午
後 

　
４
時
30
分
ま
で 

○
内
容 

　
絵
画
の
展
示 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
中
山 

　
☎
（
61
）４
２
４
６ 

1月 

7日 7日 
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磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 
磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 
磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
企
画
室
　
☎
内
線
２
０
７ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
一
緒
に
手
伝
っ
て
く

れ
る
こ
ど
も
記
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

お
お
い
そ
文
化
祭  

（
１１
月
４
日
） 

 

　
お
お
い
そ
文
化
祭
を
滄
浪
閣
に
見

に
行
き
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
、
絵
や
写
真
、
書
道
な

ど
の
た
く
さ
ん
の
て
ん
ら
ん
物
が
あ

り
ま
し
た
。
秋
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作

品
が
多
か
っ
た
で
す
。 

　
て
ん
ら
ん
物
の
他
に
、
体
験
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は「
ね
ん

ど
の
花
〜
す
み
れ
会
」さ
ん
の
ネ
ー

ム
プ
レ
ー
ト
に
、
色
々
な
色
の
紙
ね

ん
土
を
つ
け
て
い
く
体
験
を
し
ま
し

た
。 

　
私
が
選
ん
だ
の
は
濃
い
む
ら
さ
き

色
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
で
、
ね
ん
土

で
作
っ
た
花
や
葉
、
く
き
、
つ
た
、

自
分
の
名
前
な

ど
を
い
ろ
ん
な

色
で
ア
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。
同

じ
物
を
た
く
さ

ん
の
人
が
作
っ

て
い
る
け
ど
、

み
ん
な
ち
が
う

色
で
、「
世
界
で
一
つ
だ
け
の
作
品
な

ん
だ
な
ぁ
ー
」と
思
い
ま
す
。 

　
来
年
は
滄
浪
閣
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
と
聞
き
ま
し
た
。
滄
浪
閣
み
た

い
な
お
お
き
な
会
館
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
と
、
次
は
ど
こ
に
作
品
を
か

ざ
る
の
か
心
配
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
内
海
七
夕
美
） 

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会 

 

（
１１
月
１１
日
） 

 

　
国
府
小
学
校
の
体
育
館
で
、
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
の
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
を
や
る

体
験
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
は
、
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル

と
フ
リ
ス
ビ
ー
が
合
体
し
た
よ
う
な

き
ょ
う
ぎ
で
す
。
投
げ
る
も
の
は
フ

リ
ス
ビ
ー
の
よ
う
な
形
だ
け
ど
、
や

わ
ら
か
く
て
顔
に
あ
た
っ
て
も
い
た

く
な
か
っ
た
で
す
。 

　
会
場
に
は
、
僕
の
と
も
だ
ち
が
何

人
か
と
、
体

協
の
人
が
何

人
か
い
て
、

半
分
に
分
か

れ
、
ド
ッ
ヂ

ボ
ー
ル
形
式

で
フ
リ
ス
ビ

ー
み
た
い
な

も
の
を
ぶ
つ

け
合
い
ま
し
た
。 

　
汗
を
か
い
て
、
か
な
り
運
動
に
な

り
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の

で
、
今
後
も
や
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
　
　
　
　
　
　
（
山
口
健
太
） 

　
新
成
人
を
祝
っ
て「
成
人
式
記
念

の
つ
ど
い
」を
開
催
し
ま
す
。 

　
今
年
も
実
行
委
員
会
の
企
画
、
運

営
に
よ
る
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
出
席
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

 

▼
と
き
　
１
月
８
日（
月
・
祝
） 

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　（
受
付
午
後
０
時
50
分
〜
） 

▼
と
こ
ろ
　
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル 

　
国
際
会
議
場 

※
な
お
、
当
日
欠
席
さ
れ
た
方
に
も

記
念
品
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

２
月
９
日（
金
）ま
で
に
生
涯
学
習

課（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）で

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。 

           

◎
問
い
合
わ
せ 

　
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
３ 

▲ゼッケン１番が山口君 

　
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

沿
道
の
皆
さ
ん
の
盛
大
な
声
援
と
選

手
の
安
全
な
走
行
に
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

な
お
、
出
場
チ
ー
ム
の
募
集
は
す

で
に
締
め
切
っ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
１
月
21
日（
日
）　 

　
午
前
９
時
　
運
動
公
園
ス
タ
ー
ト 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課 

　
☎
内
線
３
２
４ 

スタート 
ゴール 

《5区 3.40km》 

《6区 3.00km》 

《7区 3.20km》 《1区 3.50km》 

《2区 3.20km》 

《3区 3.95km》 

《4区 2.30km》 

大磯一周駅伝大会コース図 スタート 

第1中継所 

第2中継所 

第3中継所 

第4中継所 

第5中継所 

第6中継所 

ゴール 

S

S

1

1

2

2

3

3

45

5

4

6

6 G

G

黒岩公民館 

大磯 
恒道園 

生沢架道橋 

生沢 
プール 

県立おおいそ学園 

馬場公園 

中丸公民館 

城山トンネル 

城山公園 
大磯中学校 鴫立庵 

大磯 
郵便局 

大磯町 
商工会舘 

化粧坂交差点 

大磯警察署 

六所 
神社 

東の池 

普門寺バス停 

王福寺 

JR東海道新幹線 

JR東海道線 

小田原厚木道路 
大磯インター前 

西久保バス停 

虫窪スポーツ広場 

昭和産業製作所前 

県道・幹線１８号線の 
交差点先 

大磯小学校前 

福祉センターさざれ石前 

大磯町消防団 
第9分団前 

第1中継所（大磯小学校前) 9：10 
第2中継所（福祉センターさざれ石前） 9：20 
第3中継所（昭和産業製作所前） 9：30 
第4中継所（虫窪スポーツ広場前） 9：45

第5中継所（大磯町消防団第9分団前） 10：00 
第6中継所（県道・幹線１８号線の交差点先） 10：10 
ゴール　　　（運動公園） 10：20

【総距離 22.55㎞】 

先頭選手到着予定時刻 

第
５３
回 

大
磯
一
周
駅
伝
大
会

大
磯
一
周
駅
伝
大
会 

大
磯
一
周
駅
伝
大
会

大
磯
一
周
駅
伝
大
会 

大
磯
一
周
駅
伝
大
会 

日 日 

1月 

1月 

8日 8日 
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～個々にあわせたリラックス方法を
見つけよう～ 
　ストレス解消に向けての講演会に

ご参加ください。(申込不要・入場

無料) 

　とき　2月2日(金)　14：00～
16：00(開場13：30～) 

　ところ　平塚MNビル11階 
　第2会議室 

　講師　国際ストレスマネジメント
協会日本支局代表理事、南新宿診

療室　院長　丸野廣さん 

　・平塚保健福祉事務所 
　　☎(32)0130 
　・町障害福祉センター 
　　☎(73)4530

合同精神保健普及啓発講演会 
「ストレスと上手につきあうために」 

情報コーナー 情報コーナー 情報コーナー 　　問い合わせ 

　　申込み 

問 

申 

　「Ｂｏｄｙ（体）」、「Ｂｏｎｅ（骨）」、

「Ｂｅａｕｔｙ（きれい）」、体を動か

して心とからだのリフレッシュ！ 

　とき　1月22日(月) 
　10：00～11：30 

　ところ　保健センター 
　内容　体操(骨太体操・リズム体
操・ストレッチ)試食など 

　対象　20～50歳代の方(お子さん
も一緒に参加できます) 

※申込み不要・直接会場へ 

問　子育て介護課　☎内線308

　未就園児と保護者を対象に、安心

して「話せる」「遊べる」広場です。 

　とき　①1月9日(火)、2月13日(火)
　②1月24日(水)、2月28日(水)

　9：30～11：30 

　ところ　①障害福祉センター 
　②岩田記念室内競技場 

問　子育て介護課　☎内線305 
 

Ｂウェーブ にこにこクラブ  

　パソコンの初心者を対象に、文字

の入力方法など基礎的な操作方法や

インターネットの閲覧方法を4回に

分けて学習します。 

　とき　①2月2日(金)、②9日
(金)、③16日(金)、④23日(金)の

計4回で1講座。 

　各回とも10：00～12：00 

　ところ　生涯学習館　講習室 
　対象　町内在住の成人20名(平成
17年度中に開催した同講座を受

講した方を除く) 

　参加費　　無料 
　持物　筆記用具 
　その他　パソコンは生涯学習館の
物を使用します。 

　申込み方法　電話で1月15日(月)
から(先着順)。 

問・申　生涯学習課　☎内線323 
 

問 

パソコン入門講座⑤ 

問 

　大磯・国府中学校両校の2年生の

代表グループが、英語の授業などで

練習した英文を発表します。 

　とき　1月20日(土) 
　13：30～15：30 

　ところ　保健センター研修室 
問　学校教育課　☎内線327 
 

第12回大磯町中学生 
英文朗読大会 

問 

　子育て支援センターで保育士によ

るお話会、手遊びや育児相談を行い

ます。 

　とき　1月23日(火) 
　10:00～10:30 

　ところ　子育て支援センター 
　対象　おおむね3歳児まで 
　　子育て介護課　☎内線306 
 

ママといっしょのおはなしタイム 

　音楽を通じて認知症予防に取り組

んでみませんか？(参加費無料) 

　とき・内容　①1月31日（水）：
物忘れチェック、②2月7日（水） 

　・③14日（水）・④21日(水)：代

田瑞穂さんによる音楽療法 

　全4回。いずれも10：00～11：30 

　ところ　福祉センターさざれ石 
　対象・定員　65歳以上で物忘れが
気になりはじめた方で、要介護認

定を受けていない方、先着20名 

問・申　子育て介護課　☎内線316

脳イキイキ教室参加者募集 

～子供を伸ばす食育～ 
　しなやかな心と、元気なからだづ

くりのヒントを、子育てと家族の健

康管理に生かしましょう。 

　とき　1月12日(金) 
　10：00～11：30 

　ところ　保健センター研修室 
　講師　管理栄養士　岡林一枝さん
（子ども未来財団「子どもの栄養」

編集責任者） 

　対象　子育て中の保護者・食育に
関心のある方 

※希望者に未就園児の保育をいたし

ます。 

　申込み期限　1月10日(水)まで 
問・申　子育て介護課　☎内線309 
 

食改推進員養成公開講座 
健やかなからだと心を育む食育 

問 

問 申 

問 申 

問 

問 申 
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　道祖神(七所参り)を巡り、北浜海

岸の火祭会場(サイト)に案内します。 

　とき 
【七所参り】 
　1月13日(土)　10：00～12：00 

【サイトバライ】 
　1月14日(日)　15：00～17：00 

　集合場所・時間　大磯駅前(小雨
決行)　13日は10：00、14日は 

　15：00 

　コース　大磯駅前～湘南の碑前～
下町通り～南下町(坂下、浜之町、

大泊、子之神)～北下町(中宿、浅

間町、大北)～山王町（日枝神社）

～長者町(道祖神)～北浜海岸(9基

のサイト)　3km、所要2時間 

　参加費・持物等　500円(保険料、
資料代)、寒いので防寒服着用 

問　大磯ガイドボランティア協会 

　荒金宅　☎(61)3057 
 

国指定重要無形民俗文化財 
大磯左義長を探る 

　中学校心の教室相談員、学習相談

員、研究所教育相談員、訪問相談員

等を募集します。 

　資格　大学、大学院で心理学また
は教育学を専攻、専修、或いは履

修の方(専攻中、専修中も可) 

　年齢　概ね35歳以下 
　勤務内容　月2～4回程度の勤務 
　勤務場所　町立小・中学校、教育
研究所等 

　採用期間　4月1日～平成20年 
　3月31日 

　受付期間　1月19日(金)～31日
(水)　※給与等その他詳細につい

ては、問い合わせください。 

問　学校教育課　☎内線322

教育相談等専門担当員の募集 

　利用される方から見た明るい個性

のある店舗づくりに努力されている

中小商店の店舗コンクールを実施し

ます。 

　応募資格　町内に店舗を営むもの
であって、資本の額または出資の

総額が1,000万円以下で、従業員

数が50人以下の会社及び個人。

但し、応募数が少数の場合は中止

させていただきます。 

　応募先　町または町商工会 
　募集期間　1月4日(木)～2月2
日(金) 

問・経済観光課　☎内線264 
　・町商工会　☎(61)0871 
 

大磯町店舗コンクール 
参加店募集 

　手軽に団子焼きが楽しめる団子セ

ット(竿と団子)300組を販売いたし

ます。どうぞご利用ください。 

　とき　1月14日(日)　 
　販売開始は13：30～ 

　ところ　大磯駅前観光案内所 
　販売価格　1セット500円 
問　町観光協会（駅前観光案内所内）

　☎(61)3300 
 

左義長の団子セットを販売 

問 

問 

問 

問 

1月の日程表 

休日急患診療　在宅当番医 

日 曜 当　　番　　医 専 門 科 目 所　　在　　地 電　話 

1 

2 

3 

7 

8 

14 

21 

28

月 

火 

水 

日 

月 

日 

日 

日 

横山医院 

二見整形外科 

脇医院 

森田内科医院 

こうの内科・循環器科ｸﾘﾆｯｸ 

簑島医院 

グリーン内科クリニック 

浅野クリニック 

小・循・内 

整・リハ 

内・消・小・外 

内・呼・消・循・小 

内・呼・消・循・心 

外・内・消・整 

内・循 

小 

二宮町二宮1048－2 

二宮町川匂6 

大磯町大磯1562 

大磯町東小磯10－１ 

二宮町二宮884－1 

大磯町国府新宿402 

大磯町大磯951 

二宮町百合が丘3－5－2

72－2580 

0465－43－2921 

61－0829 

61－8887 

72－6701 

71－0184 

60－3131 

72－0720

　にぎやかなステージイベントに続き、参加団体が華麗な衣装に身を

包んで沿道を練り歩きます。 

　フィナーレは総踊りでいっしょに盛り上がりましょう！ 

　とき　1月21日(日) 
　11：00～　ステージイベント 

　　　　　　スタート 

　12:00～　パレードスタート　 

　※スケジュールと時間は予定 

　　です。 

　ところ　梅沢旧東海道 
　主催　二宮町観光協会 
　協賛　二宮町商工会、 
　二宮町商店連合協同組合　ほか 

問　二宮町観光協会(二宮町役場経済課内)　☎(71)3311 
 

問 

二 宮 町 

まず、あなたの主治医の都合を 
聞いた上でご利用ください。 

　診療時間厳守 
　　　・午前９時～１２時 
　　　・午後２時～５時 

休日当番医は、都合により変更 

となる場合がありますので、事 

前に消防署へご確認ください。 

 

◎問い合わせ 

　大磯町消防署　☎（６１）０９１１ 

　二宮町消防署　☎（７２）００１５ 

吾妻さん 
　よさこいパレード 
吾妻さん 
　よさこいパレード 
吾妻さん 
　よさこいパレード 
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【柔道の部】 
　幼児の部 
　優　勝　宮田　駿也 
　準優勝　　橋　茜 
　小学生低学年の部 
　優　勝　杉山　直輝 
　準優勝　清野　将希 
　小学生高学年の部 
　優　勝　松尾　海 
　準優勝　二梃木　卓 
　中学生の部 
　優　勝　秋元　優平 
　準優勝　青木　周大 
　高校・一般の部 
　優　勝　秋元　優平 
　準優勝　鈴木　勇樹 
　女子の部 
　優　勝　古谷　温子 
 

　とき　3月18日(日)　9：00スタート
(１０kmの部、車いすの部も併設) 

　コース　新江ノ島水族館前をスタートと
し、国道１３４号を走り、西湘バイパス二
宮 IC付近で折り返し、江ノ島に戻って
ゴールとする４２.１９５kmのフルマラソン。 

※大磯町の詳細な交通規制時間などは、「広
報おおいそ3月号」でお知らせします。 

　参加予定人数　約１０,０００人(フルマラソ
ン：７,０００人、１０kmの部：３,０００人) 

ボランティア募集 
　大会をサポートしていただけるボランテ
ィアを1月19日(金)まで募集しています。
（詳細は大会ＨＰもしくは事務局へ問い合
わせください。） 

問　・湘南国際マラソン大会実行推進事務
　　局　☎(70)6667　Fax(70)6266 
　　　ＨＰｱﾄﾞﾚｽ 
　　　http://www.shonan-kokusai.jp 
　　・生涯学習課　☎内線324

【剣道の部】 
　小学生低学年の部 
　優　勝　本木　海生 
　準優勝　亀井　裕希 
　小学生高学年の部 
　優　勝　松浦　由季 
　準優勝　原　誠哉 
　中学生男子の部 
　優　勝　佐々木　巧 
　準優勝　押山　神太郎 
　中学生女子の部 
　優　勝　大塚　真矢 
　準優勝　今井　佑紀 
　高校・一般の部 
　優　勝　岩崎　州彦 
　準優勝　西山　勉 
 

【空手道の部】 
組手の部 
　小学1、2年生の部 
　優　勝　和田　健太郎 
　準優勝　佐野　多一良 
　小学3、4年生の部 
　優　勝　和田　麻里 
　準優勝　高梨　桃香 
　小学5、6年生の部 
　優　勝　佐藤　拓海 
　準優勝　本木　耕平 
 

 
形の部 
　小学1、2年生の部 
　優　勝　鈴木　康介 
　準優勝　寺澤　樹京 
　小学3、4年生の部 
　優　勝　神田　晃大 
　準優勝　高梨　桃香 
　小学5、6年生の部 
　優　勝　近藤　亘 
　準優勝　河野　友熙 
 

スポーツ大会の結果 
11月に町内各地でスポーツ大会が繰り広げられました。結果は町ホームページでも確認できます。 

11月3日(金・祝)と5日(日)に行われ、結果は次のとおりです。（敬称略） 

　優　勝　磯波倶楽部 
　準優勝　ウォーターズ 

　11月12日(日)に実施された表記 

大会の結果は次のとおりです。 

第36回町民武道大会  

第14回町民秋季ソフトボール大会 

火事と救急 
 １１月の出動状況 

消防車… 22件（火災出動1、救助出動0、警戒出動1、その他出動20） 
救急車…109件（急病64、交通事故15、一般負傷15、その他15） 

問 

湘南国際マラソン大会開催  湘南国際マラソン大会開催  湘南国際マラソン大会開催  
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教育委員会定例会 

　1月24日(水)　9時30分～ 

　本庁舎4階　第1会議室 

問　学校教育課　☎内線322 
農業委員会総会 

　1月19日(金)　13時30分～ 

　国府支所2階　会議室 

問　農業委員会　☎内線358

会議開催のお知らせ 

相　談　名 相 談 内 容 等  と　　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課 

人 権 相 談  憲法で保障されている人権への侵害に関する相談 

行 政 相 談  
国の行政や特殊法人に対する要望や苦
情 

法律相談（予約制） 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、日常生活の中の法律的な問題 

消費生活相談 
物品、サービス等の契約に関するトラブル、
解約手続き、商品や訪問販売に関する
苦情等 

心配ごと相談 人間関係などの日常生活上のさまざまな悩み、相談 

電話教育相談 

こころの健康相談 

児童虐待相談 

不登校・いじめ等　電話・来所相談 
対象…園児・児童・生徒と保護者 

心の悩みや病気で困っている方やその家族を対象に精神科医が 
相談を受けます。（引きこもりやアルコール等の相談も含む・予約制） 

児童虐待に関する相談 

 

１７日（水） 
１３時～１６時 

１１日（木）１８日（木） 
１３時～１６時 

１０日（水）１６日（火）２２日（月） 
１３時３０分～１５時４５分 
毎週月曜日～金曜日 
８時３０分～１７時１５分 
（ただし、祝日は除きます。） 

大磯町児童虐待相談ホットライン 
（子育て介護課内）　☎（６１）６２１０ 

１６日（火）１３時～１５時３０分 
毎週月曜日～金曜日 
９時～正午/１３時～１６時３０分
（ただし、祝日は除きます。） 

 
福祉センター 
「さざれ石」 
 
※法律相談の予約は 
　１月4日（木）から 
　です。

福祉センター「さざれ石」 社会福祉協議会☎（６１）９３９０ 

大磯町教育研究所　適応指導教室 
（町立小磯幼稚園内）　☎（６１）８７９５ 

地域協働課 
☎内線２３７ 

相談の案内［1月］ 

気象情報 
11月 

最高気温　22.4度　　最低気温　5.5度　　平均気温　14.2度 
総雨量　78.5mm

問 

問 

平塚市消費生活センター 
　☎（２１）７５３０ 
※無料の駐車場はありません。 

かながわウィークエンド 
　　　　　　消費生活相談 
　☎０４５（３１４）５５８６ 
※電話相談のみとなります。 

 ９ 時３０分～正午 
１３時～１６時 
（1月4日（木）から。ただし、
祝日は除きます。） 

１０時～１６時 
（ただし、年末年始及び施
設管理上実施できない日
を除きます。） 

月
〜
金 

土 

日 

　認知症の治療や対応の仕方につい

て、精神科医による相談をお受けし

ます。(予約制・家庭訪問有) 

　とき　1月24日(水) 
　13：30～15：45 

　ところ　平塚保健福祉事務所 
問・申　平塚保健福祉事務所 

　☎(32)0130 
 

認知症(老人性痴呆疾患)相談 

問 申 

平塚保健福祉事務所 
平塚保健福祉事務所 
☎（３２）０１３０ 

　3月25日(日)に開催する西行祭の

献詠俳句・短歌を募集します。皆さ

まのご応募をお待ちしております。 

　題　俳句･･･雑詠二句 
　　　短歌･･･自由二首 

　※未発表の作品に限る 

　締切　1月31日(水) 
　応募方法　半紙または原稿用紙に、
筆またはペンで住所、氏名(また

は雅号)、電話番号を楷書(フリガ

ナ付記）で明記し、90円切手を

貼った返信用封筒を同封して、封

書で申込みください。 

問・申　経済観光課　☎内線264 
〒255‐8555　「西行祭献詠俳句・

短歌募集」係 

 

第50回大磯西行祭 
献詠俳句・短歌募集 

　相模湾アカデミー｢大磯　まち歩き

　別荘と史跡｣ワークショップの一環

として、開催します。 

　とき　1月21日(日)　13：30開場 
　ところ　聖ステパノ学園　海の見
えるホール 

　講師　上智大学文学部新聞学科 
　博士　石川旺さん 

　定員　150名（当日受付可） 
問・申　 

○大磯ガイドボランティア協会 

　荒金宅　☎・FAX　(61)3057 
○神奈川県政策課　 

　☎　 045(210)3056 
　FAX 045(210)8819 

 

文化講演会のお知らせ 
大磯ゆかりの人々と近代の日本 

○ ゆずります 

ママコート、英会話セット、パ

ン焼き機、お茶粉末機、鯉のぼ

りの取付金具　ほか 

○ ゆずってください 

ﾛｯｸﾐｼﾝ、ｴｱﾛﾊ゙ ｲｸ、二段ベッド（木製） 

　不用品の登録や斡旋の受付 
　８：３０～１７：１５（土・日・祝日

は除きます） 
○不用品登録状況はホームページ
　でもご覧いただけます。 
○交渉は当事者同士でお願いします。 
○連絡をいただいてもすでに取引 
　が成立している場合もあります
　のでご了承ください。 
　　地域協働課　☎内線237

ゆずります!ゆずってください! 

不用品登録情報 

問 

問 申 

問 申 
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人口 32,756（＋1）　男 15,953（－6）　女 16,803（＋7） 
世帯 12,002（＋2）　（　）は前月比 

町の人口と世帯 
１２月１日現在 

　緊急車両が大好きな寛輝です。消防車と
一緒でうれしそう。将来は消防士さん？ 

14

※このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています。 

◎問い合わせ　　企画室　☎内線207
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広報カメラマン 

近藤さん撮影 

広報カメラマン 

奥野さん撮影 

広報カメラマン 

千葉さん撮影 

●海の教室「キャンドルづくり」（12月3日）　 ●城山公園のもみじのライトアップ（12月3日）　 

●城山公園ふれあいの広場の紅葉（12月5日）　 ●みかん畑から富士山を望む（11月25日）　 

問 

　大磯の左義長は、セエトバレエ、どんど焼き、

道祖神祭りなどさまざまな名で呼ばれる小正月の

行事で、平成９年に国の重要無形民俗文化財に指

定されました。 

　１月14日早朝、下町と呼ばれる地域では、町内

各所に立てられていた大松やオンべ竹をはじめ、

道祖神に集められた正月のお飾りや縁起物を浜に

運んでセエトと呼ぶ大きな塔を立てます。夜にな

るとセエトを燃やし、ダンゴを焼いて食べます。

また、傍らでは、ヤンナゴッコと呼ばれる珍しい

綱引き行事も行われます。新しい年を迎えるにあ

たって厄をはらい、幸せをもたらす行事です。 

　とき　１月14日(日) 
　　　　セエトの火入れは午後７時ころ 

　ところ　北浜海岸　　　関連記事　11ページ 
 

　・生涯学習課　☎内線324 
　・経済観光課　☎内線264

福島　寛輝くん　 
平成14年11月５日生 

ふくしま　　ひろ　き 

▼
 

▼
 

▼
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歌 

今
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歌 

町の人口と世帯 
12月1日現在 

※平成17年 国勢調査確報結果に基づき公表しています。 

　 幻想の景色が 
　 浮かびました 

どんな 
キャンドルが 
できるか 
楽しみ!!




